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刊行 の ことば

茶臼峯窯跡遺跡は、高丘丘陵地帯南部を占める草間丘陵の北側斜面一帯 に位置す る遺跡

です。高丘丘陵では古窯跡群の存在が古 くから知 られていて、本遺跡で もその名称 の とお

り、過去の発掘調査で古代の窯跡が多数発見 されています。また高丘丘陵は、窯跡以外 に

も旧石器時代か ら中世にかけて広い時代 にわたる遺跡が多数存在 し、市内で も有数の遺跡

密集地 となっています。

この度は、中野市建設水道部道路河川課の依頼により、市道草間農協線道路改良工事 に

伴 う茶 臼峯窯跡遺跡の発掘調査 を、平成17年9月26日 か ら11月18日 まで、平成18年9月4

日か ら12月13日 までの2ヵ 年にわた り実施 しました。調査は㈹ 中野広域シルバー人材セ ン

'タ,.._一.が発掘調査団を組織 し、中野市教育委員会の指導の もとで進められ ました。本書は、

その発掘調査成果をまとめた報告書であ ります。

今 回の調査では、旧石器時代の石器が数多 く出土 しました。出土地点の地形が小谷(凹

地)を 呈 していたことか ら、流れ込みによるもので、原位置(製 作、使用、廃棄等 された

位置)で の出土ではない と考え られますが、 この発見 により周辺 に旧石器時代の遺跡が広

がっていることが示唆 されま した。 また奈良 ・平安時代以降の ものと思われる土坑 内か ら

出土 した須恵器 ・土師器 は、周辺窯跡遺跡からの出土品に類似 してお り、破損品捨 て場の

ような土坑である可能性 をうかがわせ、発掘調査地南側で検 出されたピッ ト群は、隣接す

る大久保館跡遺跡 との関連を推測 させ ます。

これ らの成果 により、当該地域 の旧石器時代か ら中世 にかけての長い歴史の一端 を解 き

明かす、重要な資料が得 られ ました。今後本書が、地域史を研究す るための資料 として、

また学校 ・社会教育などの生涯学習活動を通 じて文化財保護精神の高揚 に役立てば、望外

の喜 びであります。

最後 にな りましたが、発掘調査 とその後に続 く整理作業及び報告書の作成にあた られた

調査 団、及び㈹ 中野広域 シルバー人材センター事務局の皆様 に心か ら感謝を申 し上げ、本

書の刊行のことばとさせていただ きます。

平成19年3月

中野市教育委員会

教育長 本 山 綱規



例 言

1、 本書 は、平成17・18年 度 「市道草 間農協線道路改 良工事」 に伴 う埋蔵文化財調査 の報告書 である。

2、 本書 に使用 した地 図は国土地理院発行の地形 図(1:25,000、1:50,000)、 中野市、基本 図(1:500、

1:1,000)を もとに作成 した

3、 本書 の執筆 は竹田保 夫、中島英子が担 当 した。

4、 土器実測 は関武、橋 内賢裕 、竹 田保夫が担当 し、石器実測、 トレースは中島英子 、写真撮影 は竹 田保

夫が担 当 した。礫 の分類 は関武が担 当 した。

5、 遺物 の図番号 は本文 ・挿 図 ・表 ・実測図 ・写真 のすべ てに共通す る。

6、 長野県埋蔵文化財セ ンター鶴 田典 昭氏、信濃町ナ ウマ ンゾウ博物館 中村 由克氏 には地質 ・岩石 につい

てのご助言 をいただいた。

7、 本遺跡 の出土遺物お よび遺構 図 ・写真 な どの記録 資料 は、 中野市教 育委員会が保管 してい る。

凡 例

1、 本書 に掲載 した実測図の縮尺 は原則 として下記 の通 りで、該当箇所 のス ケールの上 に記 してある。た

だ し地形 図 ・調査区全体 図 ・遺構配置図 などは任意 である。

1)遺 構実測 図SK1:40石 ・器 ・:礫出土分布 図1:150、1:300

2)遺 物実測 図 石・器3:4、1:2土 師器 ・須 恵器実測図、拓本1:3、1:6
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第1章 調査 の概要

第1節 調査 に至 るまでの経過

1平 成16年6月22日 埋蔵文化財の保護につい

て調整を図るため、中野市教育委員会から各関

係機関へ、平成17年 度以降実施予定の公共事業

等についての照会を行う。

2平 成16年8月 中野市建設部から中野市教育

委員会に、市道草間農協線道路改良工事の計画

について報告がある。

3平 成16年12月1日 市道草間農協線道路改良

工事の予定地が茶臼峯窯跡遺跡に含まれるため、

長野県教育委員会、中野市教育委員会、中野市

建設部の三者で埋蔵文化財の保護について協議。

遺構、遺物等が出土する可能性が高い地域であ

ることから、発掘調査 を実施することで決定す

る。

4平 成17年11月15日 中野市 と㈱中野広域シル

バー人材センターの間で、平成17年 度茶臼峯窯

跡発掘調査の業務委託契約が締結される。

5平 成17年11月15日 長野県教育委員会、中野

市教育委員会、中野市建設部の三者で協議。本

年度中に調査が完了しない見込みとなったこと

から、来年度引き続 き発掘調査を実施すること

で決定する。

6平 成18年8月31日 中野市と㈹中野広域シル

バー人材センターの間で、平成18年度茶臼峯窯

跡発掘調査の業務委託契約が締結 される。

第2節 調査の経過

1平 成17年 度 の調 査

9月26日 、A地 点 を重機iにより表土剥 ぎ開始。

9月30日 、A地 点本 調査 を開始、遺構 の検 出開

始。SK1・2を 検出。続 いてSK3か らSK6、

SXO1の 遺構を 検出。SK5の 下部 よ り旧石器時

代 のチ ャー ト製 の石器 が 出土 。遺構調査 を終 了

後 、旧石器時代の石器精査 のため4mご とに2m

グリッド掘 りを開始。

10月6日 、調査区西側に重機で地層確認のため

深掘開始。

10月26日 、D8グ リッドで旧石器時代の黒曜石

製のスクレイパーが出土。出土 した石器を中心に

周辺を精査。礫 も多数出土することか ら、小礫 も、

原位置に残すように心がけ調査。

その後E8グ リッドより黒曜石製のフレークな

ど旧石器時代の石器が皿層からIV層にかけて出土。

さらに皿層からV層 面を精査 し、チャー トや安山

岩製の石器が出土。D8グ リッドやE8グ リッド

などV層 が深 くなることを確認。

11月10日 中村由克氏ほか地団研のメンバーが

見学、地層についてご教授を受ける。

本年度では、今後降雪のため調査が終了 しない

ことが予想され、来年度に再調査することを決定

する。

11月17日 、奈良教育大学長友恒人教授ほか学生

4名 、深掘 トレンチより土壌サンプル採取。

11月18日 、石・器出土周辺に土嚢を積み、出土状

態を保存 し本年度の作業を終了。

2平 成18年 度の調査

A地 点

9月4日 平成18年度のA地 点の調査 を再開。

前年度の続 きで、石器出土地点層まで、南東側

より全面約0.5m掘 り下げ開始。雨が多 く、南西

側や前年度の石器出土地点が水没 を繰 り返 し～粘

土質のため調査が難航 した。昨年度に続 きできる

だけ礫 も原位置で測量 し、取 り上げ。石器が出土

したマンガン斑の混 じる皿層 ・]V層を掘 り切るま

で全面を調査。調査地点中央部か ら珪質頁岩製の

石器や黒曜石製の石器な どが出土。IV層 を掘 り

切ったところで調査 を終了 した。

10月28日 、地形の図化が終了 し、A地 点の調査

を終了した。

B地 点

10月26日 、B地 点の重機iによる表土剥 ぎを開始。

遺構検出のため精査。南側にピット群を検出。表

土下遺構検 出後、北側を除き周縁に地層確認のた
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め、 トレンチ掘 り開始。南西側隅 に地層確 認のた

め、重機 で深掘 開始。調査地点南側の皿～IV層 に

か け南 東側 か ら崩落礫 を確認。

11月1日 か らE8グ リッ ドの南北 トレンチV層

下部 よ り赤色 チ ャー ト製の石器が 出土 したため、

旧石器時代 の調査 を開始。11月6日 、E9グ リッ

ドよ りチ ャー ト製石器が 出土。以降、石器 出土部

分 を中心 に精査 。礫 は、A地 点 と相違す るが、調

査期 間の関係上、 グ リッ ドご とに.__.括取 り上 げ。

トレンチ による地層確認 の結果、調査地点中央部

東側のみ石器が出土 する皿～孤層が確 認 されない

ため、 この地点 を中心 に精査 を行 う。11月17日 か

ら調査 区外際 まで、中央東側壁面 を拡張 し、調査

12月1日 、E3グ リッ ドで土壌サ ンプル を採取

12月8日 、V皿層面 まで調査地点 中央部東側 を掘

り下 げ、石器が出土 しな くなったことを確 認 して

手掘 りの調査 を終了。

12月13日 、地層確 認ため、石・器出土地点 を東西

方向に重機で深掘。図化後 、調査 を全て終了。

第3節 調 査 体 制 と調 査 期 間

1発 掘 調査体 制

調 査 団 長 関 孝一

事 務 局 ㈹中野広域シルバー人材センタ

平成17年 度調査

調 査 員 竹田 保夫

調査員補助 橋内 賢裕、関 武

調査補助員 畔上ちよ子、畔上三子男、

伊浦 和能、上原 利男、

小根澤 守、北原 常次、

国原 敏一、黒鳥 精一、

小林 和夫、佐野 保、

竹前 和秋、高橋 栄、

傳田 實、藤田 紀国、

古田 武、松宮 功、

宮川 恒夫、和田 金久、

山崎 秋雄、横田六三郎

平成18年 度調査

調 査 員 竹田 保夫、中島 英子

調査員補助

調査補助員

整 理 作 業

橋 内 賢裕、 関 武

有賀 正、池 田 泰造、

石井 博、上原 利男、

榎本 勝雄、小根澤 守、

大塚 二雄、金井 昇治、

国原 敏一、黒鳥 精一・、

鈴木 金三、下 田常右 工門、

竹前 和秋、高橋 栄、

高橋 栄蔵、傳 田 實、

徳竹r秋 光、徳竹 一義 、

宮崎 光平、武藤 良助 、

村上 治、 山崎 秋雄 、

山本 守、横 田 六 三郎

竹 田 保夫、 中島 英子 、

橋 内 賢裕、尾澤みつ子、

関 武、藤 沢 一枝、

山崎 健二

2調 査 期 間

平成17年 度

平成17年9月26日 ～ 同年11月18日

平成18年 度

平成18年9月4日 ～同年12月13日

3整 理 期 間

平成17年 度

平成17年11月21日 ～平成18年1月31日

平成18年 度

平成18年12月19日 ～平成19年2月28日
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第2章 遺跡の環境

第1節 遺跡の位置

茶臼峯窯跡遺跡は、長野県北部にあたる長野盆

地の北端、長野県中野市大字草間字茶臼峯に所在

している。中野市は、長野盆地(善 光寺平)の 西

縁部をなし、丘陵部 と盆地部 を形成する扇状地

形 ・西部山地か らなり長野盆地の収束部分にある。

茶臼峯窯跡遺跡は長野盆地の西縁:部の高丘丘陵上

にあたる。高丘丘陵は長野盆地底部 と比高約60m

を測るなだらかな丘陵である。

千曲川に面する丘陵西斜面には段丘地形が形成

されている。千曲川を挟んだ平坦な面を持つ山地

(西部山地)が 連なっている。この山地平坦面は、

古い侵食面で、今から約70万 年前の前期洪積世か

ら中期更新世にかけてできた初源の準平原 といわ

れる。西に高い階段状の地形をなす西部産地 と千

曲川 を挟んだ高丘丘陵は、盆地低地部 とは直線的

な急崖で接 している。

この付近の長野盆地には二例の丘陵群が形成さ

第1図 遺跡の位置

一3一



第2図 周辺の遺跡
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れている。豊野丘陵 ・赤塩丘陵 ・奥手山丘陵など、

盆地の主軸 と同方向に、南西から東方方向に列を

成 している。その南東側には高丘丘陵、長丘丘陵、

南郷丘陵群などが同方向に並んである。

第2節 遺跡の地形と地質

1地 形

前節で述べ たように、当遺跡 は盆地底部に向

かって南に伸びる、高丘丘陵上に位置する。遺跡

の北西か ら南西側は千曲川によって形成された河

岸段丘崖であ り、北東側約200nユには、やや小高

い丘陵部(現 在は削平 されている)に は茶臼峯砦

跡遺跡があった。

当遺跡か ら約200m南 東側の河岸断崖の縁:(県

道中野豊野線)よ り湾曲するように小谷が約150

m入 り込む。現在その小谷の部分には御魂 ヶ池と

いうため池がある。その谷の先端部は、大久保館

跡(35)の 小丘陵にぶつか り、Yの 字状 に丘陵部

を横断するように分かれて入 り込んでいる。

Y字 状の小谷の一方は、茶臼峯砦跡遺跡(第2

図34)の 小丘陵か ら断崖に平行するように約250

m下 り、もう一方は遺跡の南東側約250mの 小丘

陵部 より西方向に約200m下 る。この小谷の比高

差は約30mで ある。

Y字 状の一方である北側の小谷先端部にあたる

斜面に当調査区は位置する。A地 点は比高差約

3.5mあ り、北東側から南西側 に下る小谷斜面で

あった。B地 点は小谷の東斜面にあた り、比高差

は1mで あった。

2地 質

当遺跡の調査区は小谷の谷状の部分に当た り、

複雑な地層を示 している。草間の背斜状地形は逆

断層活動に起因する変動する地形であ り、崩落や

浸食などの影響 を受けている。今回の調査では、

底面に湖沼状堆積物(豊 野層?)の 存在 を確認 し、

その層を浸食や崩落 したと思われる凹地にたまっ

た堆積層を確認 した。これらの層序については各

地点の基本層序の項に記す。

第3節 旧石器時代の周辺遺跡と

奈良・平安時代の周辺の遺跡

1旧 石 器時代 の周辺 遺跡

高丘丘陵の先端部に形成された谷を中心に、谷

の北東側に今 回調査 した茶臼峯窯跡遺跡(1)、

谷の西側に立 ヶ花表遺跡(3)、 沢田鍋土中野市

第1次 調査地点、第2次 調査地点(6)、 谷の東

第1表 周辺の遺跡

No. 遺跡名 所在地 旧石器
時代

奈良 ・平安
時代

No 遺跡名 所在地 旧石器
時代

奈良・平安時代

1 茶臼峯窯跡 草間茶臼峯 0 0 19 安源寺遺跡 安源寺宮裏ほか 0 0

2 立ヶ花城跡 立 ヶ花表山 0 0 20 安源寺城跡 安源寺堀脇 O

3 立ヶ花表遺跡 立ヶ花表ほか 0 0 21 栗林遺跡 栗林北原ほか 0 0

4 がまん渕遺跡 草間沢田ほか 0 0 22 韮山遺跡 上今井牡丹沢 0

5 立ヶ花表山窯跡 立ヶ花表山 O 23 寺窪窯跡 上今井寺久保 0

6 沢田鍋土遺跡 立ヶ花沢田ほか 0 0 24 西山根遺跡 上今井山根 0

7 清水山窯跡 立ヶ花清水山 0 25 浜津ヶ池遺跡 栗林 ・片塩 O 0

8 立ヶ花遺跡 立ヶ花西原 0 26 七瀬遺跡 七瀬宮前ほか 0 0

9 池田端窯跡 立ヶ花清水山裏 0 27 峯遺跡 厚貝峯 0

10 林畔窯跡 草間林畔ほか 0 28 陣場遺跡 厚貝赤畑、袖山 0

11 大久保窯跡 草間大久保 0 29 大日影遺跡 豊津大日影 0

12 上 の山窯跡 草 間上の山 0 30 梵天遺跡 赤岩 ・越 0

13 牛出城跡 牛出西原 0 31 村林遺跡 赤岩神宮寺 0

14 立 ヶ花 ・上川端遺跡 牛出上川端 0 32 田上宮ノ前遺跡 田上宮 ノ前 0

15 牛出窯跡 牛出芝野ほか 0 0 33 牛出遺跡 牛出北原ほか 0

16 中原窯跡 草間中原 O 34 茶臼峯砦跡 草間茶臼峯 0

17 東池田窯跡 草間東池田 0 35 大久保館跡 草間大久保 0

18 坂下窯跡 草間坂下ほか 0 36 南曽峰遺跡 長野市蟹沢 0
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側丘 陵先端 部西 斜面 にが まん渕遺跡(4)が あ

る。 これ ら石器群 はAT降 下以前 の石器群であろ

うとされる(中 島2006)。 また、 この谷 を取 り

囲む ように後期旧石器時代の遺跡が丘陵上にある。

立 ケ花遺跡(8)、 立 ケ花城跡遺跡(2)、 安源寺

遺跡(19)、 浜津 ヶ池遺跡(25)、 栗林遺跡(21)、

牛 出城跡遺跡(13)、 牛 出窯跡 遺跡(15)な どで

石器群が出土 している。

また、茶臼峯か らブ レー ドが表採 されているが 、

この遺物の詳細 は不 明である、,

この丘陵部 か らは旧石器時代以来遺跡が密集 し

てい る。当時の丘 陵は盆地地帯 と比高差が現在 よ

りも低 く、谷 も浅 く、居住あ るいは狩猟景観 と し

て適 していた地域 であったと思われる。

2奈 良 ・平 安時代 の周辺 遺跡

茶臼峯窯跡遺跡に隣接する南西側の上の山窯趾

(12)で は須恵器窯跡、西側の大久保窯跡(11)

では平安時代期の 「ノ」窯印(1号 窯跡)な ど出

土 した窯跡群(5基)が 確認 されている()安源寺

遺跡(19)で は窯跡が確認されている。丘陵南側

先端部にはがまん渕遺跡(4)、 池E日端窯跡(9)

がある。特に池田端窯跡からは奈良平安期の瓦窯

跡が発掘されている。丘陵先端部北斜面には、清

水山窯跡(7)か ら奈良時代の 「井」 と 「高井」

の窯 印が ある須恵器が出⊥ している。 さ らに北東

側 西斜面 には東池 山窯跡(17)、 中原 窯跡(16)、

坂 下窯跡(18)、 牛 出古 窯遺跡(15)か ら平安 時

代 と思 われ る窯跡 が確認 されてい る。 これ らは調

査報告 された窯跡 で35基 を数 え(県 埋 文セ ンター

調査報 告書24)、7世 紀 末か ら9世 紀 中 ごろまで

操業 していた と考 え られ てい る。牛出古 窯遺跡 で

は須恵器生産にかかわる工房跡が発見 されている。

また、栗林遺跡(21)か らは平安時代の土師器焼

成遺構 が報告 されている。

茶 臼峯窯 跡 群 は、1964年(昭 和38年)よ り農

業構造 改 善の ため の山林 開墾 中 に発 見 され、大

川清 ・金井汲次氏 によって調査が始 まる(大 川 ・

金井1964)。 窯跡 は1号 窯～6号 窯が確認 され

(金井1969)、 その後1971年(昭 和46年)に は茶

臼峯7号 窯が発見 され、調 査 されている(金 井正

彦1973)。 また、長野県 史 に茶 臼峯9号 窯 の奈

良時代初頭須恵器の記載 がある(笹 沢1988)。

同丘陵部か ら出土 している奈良平安時代の遺構

は、窯跡以外では牛 出一古窯遺跡(15)で 住居跡 や

掘立柱建物趾 、竪穴状遺構 、墓坑 、土坑 などが確

認 されてお り、牛 出遺 跡(33)で は平 安時 代 の

住居量が確認 されている。安源寺遺跡(19)で は、

竪穴住居趾 と土墳墓が確認 されてい る。

作業風景
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第3図 調査地と計画路線

7



第3章A地 点の調査

第1節 基本土層と地形

第1項 基 本 層 序

1層 は黒褐色土(Hue10YR3/2)の 耕作土 であ

る。

■a層 は黄褐色 土(Hue10YR5/8)シ ル ト質 の

層 で、礫が含有せず粘 りな し、青灰色 シル トには

クラ ックが縦筋状 にはい る。鉄分の小粒 子含有 し

てい る。IIa層 は調査 区北側先端部 に分布 する。

■b層 は11a層 に類:似す るが、色調 がやや褐色

を帯 びてい る。やは り調査 区の先 端部にのみ分布

してい る。

1[層 はIX層 の下部 に相 当す る層 と思 われる。

皿層 は黒褐色土(Hue10YR3/1)砂 質 にマ ンガ

ン粒 を約40%含 有 し、硬 く締 まった層で ある。A

地点の中央部 にのみ分布 する層 である。A地 点の

中央部 は、表土下 に直接 この層が検出 され、1層

をは さまない。

奈 良 ・平安時代 以降の遺構検 出面であ る。

IV層 か ら皿層は調査 区中央部か ら南西側 に分布

する。V層 か ら下部 には遺物 はまった く出土 して

いない。

N層 は黄榿色(Hue10YR8/6)シ ル ト質層。白

灰色粘土が約20%、 暗褐色粘土が縦筋状 クラック

に認め られ、マ ンガンを含有す る。粘性がな く

ジャリジャリした感触がある。調査区中央部西側

から南西側に分布 し、マンガン粒は下部にいたる

と大粒 となりブロック状 となる地点 もある。石器

包含層である。小細礫 も多量に含有 し、特に下部

には多 く認められた。

マ ンガンが小粒 とした含有する層 をIVa層 、マ

ンガン粒がブロック化(マ ンガン斑)し ている層

をIVb層 と分類 した。IVb層 は特に石器が集中し

ている調査区中央部か ら南西部にかけて分布 して

いるのを確認 した。特に中央部においてはV層 ～

xvr層(X皿 層 を除 く)は 湖沼のような流れのな

い水性堆積層と思われる。

V層 にぶい榿色(Hue7.5YR6/4)粘 土層。

白灰色粘土が約20%、 暗灰色粘土が細い縦筋状に

認められる。中央部西側ではIV層がクラック状に

浸透する部分 も観察された。

W層 榿色(Hue7.5YR6/6)粘 土に白灰色粘

土が約20%、 暗灰色粘土が縦筋状に認められ、茶

褐色粒、マ ンガン粒子が若干含有する。

W層vr層 の榿色粘土に白灰色粘土が縦筋状に

入 り、茶褐色粒 ・マンガン粒子が若干含有する。

皿層W層 の榿色粘土に白灰色粘土が縦筋状に

第4図A地 点基本層序
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第5図A地 点グリッド配置図 ・遺構配置図
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認め られ、マ ンガ ン粒子若干混 じる。

]X層 茶褐色砂土 にマ ンガ ン粒子が約5%認 め

られ る。

X層 黄褐色粘土層 で調査 区の南東部分 のみに

分布す る。

XI層 灰 白色 粘 土X層 の分布 よ りや や北東側

まで分布。

X■層 明黄榿色 粘土 に白色 ・茶色粒 子、マ ン

ガン粒子が約10%含 有 。

X皿 層 黒褐 色の 皿層 であ る。硬 く締 まった層

である。

XIV層 灰黄褐色(Hue10YR5/2)粘 土 である。

南東部か ら南西部 に分布 する。 マ ンガン粒子 と灰

白色粒子が若干混 じる。上 質な粘土であ り、調査

区南側 中央部 ではNa層 の下に堆積す る部分 もあ

る。

X▽層 褐灰色(Hue10YR8/1)粘 土 にマ ンガ

ン粒子 と灰 白色粒 子が若干混 じる。南東部か ら東

側 に分布す る。東側中央部では表土下 に堆積 する。

X▽r層 灰 白色(Hue10YR8/1)粘 土 に茶褐 色

粒 が混 じる。XV層 よりやや北側 まで分布す る。

■層 ・V層 ～xvr層(X皿 層 を除 く)は 、 シル

ト ・粘土 な どの止水性 の堆積土壌であ り、 これ ら

の層 は湖沼の ような環境 の もとで堆積 した もので

はなか ろうか。 皿 ・IV層 は砂礫が混入 し流水 に起

因する堆積層で はないか と考 える。

なお、XIV層 か らXV正層 はB地 点のV層 か ら皿

層 の粘土層 にi類似す る。隣接 してお り同一・粘土層

と思 われる。

第2項 地層 か ら観 察 された地形

現地形に至るまでの推移については、次のよう

に推測 している。

赤羽氏の指摘 によれば、高丘丘陵は西部山地 と

供に隆起 している。おそらくこの時点において平

坦面であったと考えられる。

以後 どのような過程 をたどるか明らかではない

が、隆起以後に新たな地層は堆積せず浸食 とそれ

に伴 う再堆積が繰 り返されたものと思われる。

当調査においては、V層 を中心に平坦面が局部

的に形成された段階であ り、次にV層 が浸食 を受

け凹地あるいは浅い水の流路 となった後、皿～IV

層が堆積 した ものと考えられる。おそ らく凹地あ

るいは浅い流路は恒常的なものではなく凹地ある

いは浅い流路が断続的に形成を繰 り返 したもので

はないか と考えられる。 こうして、1V層 上面にお

いて最終的にはほぼ現地形の状態を呈することに

なったものと思われる。

旧石器時代の遺物包含層である1V層 は、V層 上

面にで きた凹地やあるいは浅い流路の堆積層であ

り、包含されている遺物 も本来の位置と離れ、IV

層堆積中移動してきたものであると思われる。

第2節 遺 構

第1項 奈 良 ・平 安 時 代 以 降 の遺 構

1SK1(第6図)

A地 点の中央西側E6グ リッ ドに位置す る。 皿

層面 よ り検 出 された。長径約2.7m、 短径約1.2m

やや歪 な長楕 円形 のプランを呈す る。長軸 はやや

北東 を示す。SK1中 央部分東西 に畑潅 に よって

0.25m幅 で撹乱 されている。その畑潅 を境 として、

底面形態が北側 は揺鉢状 、南側 は平坦 となってい

るが、本 来は平坦 なものであった。 また、南側底

面 にピッ ト状 の落 ち込みが検 出されてい る。覆土

は■層が2層 であ るが、土坑 の性格 は不 明であ る。

出土遺物 はSK1の1層 より第16図2の 石 器(P

L2)と 覆土 内よ り第16図1・3の 旧石 器時代 の

石器 が出土 してい る。

覆土 か ら推 して、奈良平安時代 以降の遺構 と思

われる。

2SK2(第6図)

A地 点のE6グ リッ ドの北東側 に位置す る。 皿

層面 より検出 された。平面形態 はやや楕 円形 のプ

ランを呈 し、長径1.3m、 短径1.Omを 測 る。長軸

は東西 を示す。深 さは、0.46mを 測 り、外壁 は緩

傾斜 な立 ち上が りを示す。底面 は歪 な楕 円形 を呈

す る。東西2ヶ 所、深 さ約0.2m、 径約0.5rnの 浅

く小 さな凹み を有す る。覆土 は暗褐色 土 と黒色 土
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1暗 灰色粘土に榿色粒15%含 む

2暗 褐灰色に白榿色と灰榿色塊が40%含 む

3黒 褐灰色土に白榿色塊と灰榿色塊が60%含 む

4黒 褐灰色土に白榿色塊と灰榿色塊が80%含 む

5榿 色粘土に茶褐色粘土、暗灰色粘土、黒褐色土塊が斑に入る。粘質強。

6白 灰色粘土に茶褐色土が斑に入る。

第6図A地 点 遺構 図(1)
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1明 褐 色土に炭化物 が1%混 じる。

2黒 色土に砂粒 が5%混 じる。

3黒 褐 色土

4黒 褐 色土に黄榿色塊が5%混 じる

5明 褐 色土に黄榿色粒(1～2㎜)が10%混 じる。

1明 褐色土 に榿 色粒 が10%褐 色粒が10%混 じる

2黒 褐色灰色土 に榿色粒 と褐色粒 がそれぞれ10%混 じる

3暗 褐色土 に暗灰 色粒5%混 じる

4黒 褐色灰色土 に暗灰 色粒5%混 じる

5黒 褐色土 に炭化物が1%混 じる

6炭 化物層

1黒 褐色土 に暗褐色粒、鉄分粒が20%含 む。砂 質強。 暗灰色 は粘質強。河原礫若干含有

2黒 色土 に鉄分粒が20%含 む。粘質強

31に 榿黄色粘土が斑 に含有

第7図A地 点 遺構 図(2)
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で、3層 に炭化物 を含有する。遺物 は各層か ら

須恵器甕や杯、壷片合わせて124片 、また土師器

甕、鉢合わせて48片、素焼きの粘土塊1点 が出土

した。須恵器 ・土師器合わせて重量は約1.4kgで

あった。底面には破砕円礫i(20～30cm大)と 破砕

亜角:礫(10～20cm大)の2点 が検出され、重量約

1.09kgで ある。

須恵器や土師器の出土遺物から奈良時代以降の

遺構と思われる。素焼 き粘土塊の存在や焼成中に

歪んだ壷の存在(PL8)な ど、周辺の窯跡群 と

の関係が考えられる。窯で焼成中に破損 した遺物

等を本土構 内に遺棄 した可能性がある(PL2)。

3SK3(第6図)

A地 点C2グ リッ ド南西側 にあた り、 ■層上面

よ り検 出 した。道路 に面 してい るため、遺構 は北

側の一部 を調査するにとどまった。遺構平面形態

は径0.9mの 円形のプランと思われる。深 さは約

0.8mを 掘 り下げた ところで、道路崩落の危険性

があるため調査を断念 した。覆土は粘土小ブロッ

クが含 まれ、数回にわた り埋め戻 したものと思わ

れる覆土が確認で きた。遺物は青磁小片2片 、須

恵・器甕1片 が覆土上方より出土 した。

4.SK4(第7図)

A地 点F・G5グ リッド境 目北側に位置する。

皿層面か ら検出された。遺構 は調査区外 に延びて

お り、遺構の全容は不明である。遺物は須恵器の

i甕口縁部(第13図15)と 胴部1片 、杯1片 が出土

している。覆土底面 より炭化物層が検出されてお

り、遺物などから周辺の窯跡 と関係する遺構の可

能性が考えられる。

1暗 褐色 に榿色粒 が2%混 じる。

2明 褐色 に榿色粒 が2%混 じる。

3赤 褐色に榿粒 が2%混 じる。

第8図A地 点 遺構 図(3)
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1暗 褐 色に榿色粒 が2%混 じる。

2明 褐 色に榿色粒 が2%混 じる。

3赤 褐 色に榿粒 が2%混 じる。

第9図A地 点遺構図(4)

5SK5(第9図)

A地 点C14グ リッ ドにおいて、V層 上面で検:出

した。表土の直下 がV層 面であ り、上部が削平 さ

れ てい る。平面形態 は ほぼ円形 を呈 し、径1.8m

～2 .2mを 測 る。深 さは約0.3mと 浅 く、壁 は緩 慢

に立ち上 がる。2層 中の出土遺物 は、平面長径約

1.8m、 短径1.2mの 楕 円状 に密集 して出土 してい

る。 出土 遺物 は須 恵器(521片)・ 土 師器 片(15

片)・ 灰 粕片(1片)・ 中世 土師器片(5片)、 窯

体 片(33点)、 打 製石 斧(1点)、 磨製 石斧 刃部

片(1点)、 石皿片(1点)、 砥石(1点)が 厚 さ

約0.2mの 問 に拳大 河原礫 と混在 し密集 して堆積

していた(第8図)。 礫 の 中には紬 の付 着 した も

のが出土している。土坑下部の2～3層 中か らは

チャー ト製 フレーク、チ ップ片が24点 出土(第9

図)し た。表土近 くか ら出土 した石器(第16図

16)を 除き、これらの石器はほぼ2種 類の類似す

る母岩より剥離されたように思われる。コァとフ

レークが接合 したものもあ り、チップも多 く確認

された。土坑下部のチャー ト製の石器は土坑内下

部に存在 した旧石器時代の石器である可能性があ

る(PL2)。 しかし、周縁からのその他の石器

の出土は確認されなかった。

周辺の窯跡群の遺物(須 恵器や窯体や粕の付着

した礫など)や その他の遺物が集積 した可能性が

あ り・中世以降の遺物 も混在する・
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第10図A地 点 石器 分布 図
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第11図A地 点 礫属性 別 分布 図
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第12図A地 点礫と石器と地層の分布図
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6SK6(第7図)

A地 点B15グ リッ ドの北西側に位置す る。V層

面か ら検 出 され た。平 面形 は長径 約0.9m、 短径

約0.6mの 楕 円形 を呈す る。長軸は北西側 を向 く。

深 さは約0.4mを 測 り、土坑底 はやや丸底であ る。

遺物 は全 く検 出され なか った。覆土上部 には炭化

物がわずか に混入 してい る。

遺構 の性格 は不明であ る。時期 も特定で きない

がSK5と 同一検 出面 よ り検 出 されてお り、SK

5と 同一期 あるい はそれ以降の遺構 と思 われ る。

7SX1(第7図)

A地 点B5グ リッ ド南東側 に位 置す る。平面形

は歪 んだ楕 円形 で、長径約3.Om、 短径 約1.Om、

長軸 は東西 を向 く。深 さは約0.3～0.4m、 土坑底

はやや凸凹であるが ほぼ平坦 で、壁 の立 ち上が り

は緩慢 である。遺物 はな く、覆土 に河原礫 を若干

含有す る。性格 ・時期 は不 明である。

第2項 旧石 器時代 の遺構

石器の出土範囲(第10図)

SK5内 の旧石器時代石・器をのぞき、石・器の出

土範囲はC10グ リッド、D8～D10グ リッド、E

6～E8グ リッド、F6グ リッドから南北に15m

東西に10m範 囲に出土 している。IE8グ リッド第

17図27は アクシデン トで割れたチップが同一地点

で20点 出土 しているが、アクシデントで剥離 した

黒曜石チップ類を除 く、その他25点 の石器は調査

区中央部に散在する。

皿層から下の礫の出土状況を第11図 と堆積層と

礫、石・器の出土状況の関係 を第12図 に示 した。平

成17年 度に調査 した際礫の出土地点を記録 しな

かったため、分布 に若干不手際がある。 しかし、

堆積層 と礫の出土状況に一致する部分があ り、石

器の分布の範囲とも一致する部分がある。約2cm

以下の円礫が礫の大半を占めている。

調査区が北東側から南西側に向けて傾斜 してお

り、皿層か らV層 の分布範囲や礫や石器の分布範

囲がその傾斜 と一致するように分布 している。以

上のことから、本遺跡のA地 点の石器群は石器の

本来の分布範囲から傾斜に沿って、現在の分布範

囲へ礫 と共に移動 したものと考える。

第3節 出土遺物

第1項 奈 良 ・平 安 時代 以 降 の 出 土 遺 物

1須 恵器(第13図1～16、 第14図17～22)

1・2・4は 杯 で、2と4は 底部糸切 りである。

底径 は約7cm前 後 で、1の 法量 は口径 約13.5cm、

器 高約3.9cmで ある。底 部か ら口縁 部 にか けて逆

富士 山形 に 開いて い る。3、5、6は 高 台付杯

である。3の 法量は口径13.7cm、 高台底径9.6cm、

器 高3.4cmで ある。5の 法量 は 口径13.Ocm、 高 台

底 径9.Ocm、 器 高4.Ocmで あ る。6の 法量 は 口径

16.Ocm、 高台底径11.Ocm、 器高5.7cmで ある。5

と6の 杯底部 には糸切 り痕が み られる。 これ ら杯

や法量 ・形態 などか ら、茶 臼峯3号 窯、上の山1

号窯、 中原窯跡 などの杯 に類似す る。

8は 摺鉢底部片である。中野市 にで は清水 山1

号窯 か ら出土 してい る。底径 は約10.5cmで 、底面

に爪痕 のような刻が認め られる。

7は 杯 の高 台部分 で あ る。 高台底 径 は7.1cm、

高台高 は1cmと やや高めで、小型 の高台付杯片 と

思 われる。周辺の遺跡 として池 田端窯跡遺跡6号

窯 に類似す る形態の高台付杯が認 め られ る。

9～19は 須恵器甕である。 当遺跡で は、口頸部

に文様 のある物 とない物 が出土 してい る。図化 し

た甕 は文様のあ るもので、 この ような櫛描波状文

(9・10・11・15)や 櫛 歯刺 突文(13・14)等 が

本遺跡で は多 くみ とめ られた。15は 胴部内面に青

海波紋 の当て具痕がみ とめ られた。当遺跡で出土

した須恵器甕胴部片中約 半数 に青海波紋が認め ら

れる。青海波紋 を有 するi甕は近 隣の窯跡群 として、

茶 臼峯 窯跡8、9号 窯 やが まん淵1号 窯、沢 田

鍋土窯跡1号 灰 原な どで出土 してい る。 また、17、

18は 胴下半部片 であるが、底部 は丸底 と思われる。

19は 丸底部であ る。当遺跡 で検 出された甕の底部

片 は平底が丸底 を破片 数で若干上 回っている。

20,22は 小型i甕で あ る。20は 内面 にカキ メが み
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第13図A地 点 出土 遺物(1)
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第14図.A地 点 出土遺物(2)
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られ る。21は 鉢 である。21は ほ ぼ完形 品で あ り、

法量 は口径34.5cm、 底径12.5cm、 器高21.5cmで あ

る。21・22の 口唇部 は面取状で北陸系 の傾向が認

め られ る。特 に22の 口唇部 はつ まみあげ られてい

る。

2土 師器(第14図22～26)

23は 鉢 である。 口径 は28cmで 底 部が欠損 してい

る。24～26は ロクロ土師器甕である。24は 小型甕

の胴 部である。25と26はi甕 口縁部 である。28は 長

胴i甕で底部 が欠損 してい るが砲弾形 の底部 と思わ

れ る。同上半部 はロクロ痕 が顕著 であ り、胴下半

部には縦方 向の箆削 りが認 め られる。25,26,28の

口唇部は面取 りされて、北陸系の影響が認められ

る。27は 甕丸底部である。箆削 りが器面に施され

ている。

SK5内 やSK4、SK2か ら多 くの土師器や

須恵器が出土 している。また、表土層内からも多

くの土師器や須恵器や窯体片が散見できる。この

遺跡の約100m～200m西 から南西方向や南東方向

からは、遺跡名からも窺えるように多 くの窯跡が

発見 されている(第3図)。 傾斜の強い地域でも

あり、流失あるいは後世の削平により、遺跡全体

が表土下から旧石器時代面まで失われている部分

が多い。土坑のような凹みに遺物が散見できるこ

第15図A地 点 出土 遺物(3)
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とは、周縁に灰原や窯跡関係 の遺構があった可

能性 も考えられる。残念なが ら、今回の調査では、

可能性 を証明するには至 らなかった。

第2項 縄 文 時 代 以 降 の 遺 物

石器(第15図1～3)

1～3はSK5内 の2層 か ら礫 や須恵器 ・土師

器 に混在 して出土 した。礫 と共 に石 として運 ばれ

た物 と思われる。

1は 表面風 化 した頁岩製 と思 われ る打 製石 斧

であ る。長 さ6.9cm、 幅5.5cm、 厚 さ1.4cmを 測 る。

撲形 に類似 す る。正面 と背面基部 の稜線 部 には、

柄で こすれた物 であろうか、摩耗痕 が認 め られた。

2は 輝石安 山岩製 の石皿片である。は き出口部

分 に当 る。

3は 手持 ち砥石 である。 ほぼ全 面砥石 として使

用 された物 と思 われる。大 きさは3.8cm、4.2cm、

4cmの 方形に近 い形態で ある。金属製 品の砥石 と

思 われ るような刃跡痕 は散見 されなかった。

図以外 に蛇紋岩製磨製石斧の刃 部の破片がSK

5内 に出土 している。

3は 縄 文時代以 降の可能性があるが 、1・2は

明 らか に縄 文時代 の石・器 と思われる。

茶臼峯窯跡遺跡に近い周辺では、縄文時代の遺

物が茶臼峯館跡遺跡や大久保館跡で確認されてい

る。これらは、近隣か ら礫と共に持ち込まれた遺

物の可能性が強い。

第3項 旧石 器 時代 の 遺 物

石器(第16図 ・第17図)

1～3はSK1か ら出土 した石器 である。

1は 珪 質頁岩製 のス クレイパ ー と ドリルを共有

す る石 器 と思 われ る。 長 さ3.Ocm、 幅1.8cm厚 さ

0.6cm。 縦長 の フレー クの先端 部 を折 り取 り、そ

の縁 辺 と側縁 に主要剥離面側か ら鈍角 な連続する

剥離 を加 え、スク レイパ ー状 の刃部 を作成 してい

る。 また剥離 のその交点部 に ドリル となる小剥離

を加 えている。

2は 黒 曜石 製 の フ レークで あ る。長 さ3.7cm、

幅1.8cm、 厚 さ1.2cm。 分 厚 く、 湾 曲 が 激 し い フ

レ ー ク を加 工 し て い る 。 打 点 部 を正 面 か ら 折 り取

り、 分 厚 い 剥 片 先 端 部 に リ タ ッ チ を 加 え て い る 。

リ タ ッ チ は 縁 辺 よ り不 規 則 に 施 し て い る 。

3は チ ャ ー ト製 の 横 広 フ レ ー ク で あ る 。 長 さ

1.6cm、 幅2.8cm、 厚 さ0.5cm。 打 点 部 は 欠 損 し て

い る 。 背 面 よ り折 り取 っ た 可 能 性 が あ る 。

4～16はSK5よ り出 土 し た チ ャ ー ト製 の 石 器

で あ る 。

4～10ま で の チ ャ ー ト製 の 石 器 は 、 光 沢 の あ る

青 灰 色 同 一 母 岩 で あ る と 思 わ れ る 。 ま た11、14、

15は 同 一 母 岩 の 光 沢 の あ る チ ャ ー ト製 の 石 器 と思

わ れ る 。16は 光 沢 の な い チ ャ ー ト製 の 石 器 で あ る 。

SK5の 上 部 で 出 土 して お り、SK5内 出 土 の 石

器 の チ ャ ー ト と は 異 な る 石 材 と思 わ れ る 。

4は5と6が 接 合 し た 図 で あ る。5は1.8

cm、1.4cm、0.8cmの 小 型 の 分 厚 な フ レ ー ク で あ

る 。 打 面 を 調 整 し た フ レ ー ク で あ ろ う か 。6は

2.1cm、2.Ocm、1.4cmの 小 型 コ ア で あ る 。7は1.5

cm、1.1cm、0.5cmを 測 る フ レ ー ク で あ る 。8は

2.Ocm、1.3cm、1.7cmを 測 る 。 分 厚 く 円 礫 外 皮 を

残 す 。9は1.7cm、1.9cm、0.4cmを 測 る フ レ ー ク

で あ る 。10は1.5cm、1.7cm、0.4cmを 測 る 外 皮 を

残 す フ レ ー ク で あ る 。11は2.Ocm、3.2cm、2.2cm

を 測 る 塊 状 の フ レ ー ク で あ る 。 円 礫 の 外 皮 を残 す 。

12は3.3cm、1.6cm、1.Ocmを 測 る 分 厚 な フ レ ー

ク で あ る 。 円 礫 外 皮 を 残 す 。13は1.2cm、2.6cm、

1.5cmを 測 る 断 面 三 角 形 の 円 礫 外 皮 を 残 す フ レ ー

ク で あ る 。14は2.2cm、1.Ocm、0.3cmの 小 型 の フ

レ ー ク で あ る 。15は3.3cm、1.7cm、0.4cmを 測 る

厚 い 円礫 外 皮 を残 す 縦 長 の フ レ ー ク で あ る 。 打 点

部 が 折 れ 欠 損 し て い る 。16は5.3cm、4.4cm、1.5

cmを 測 り、 礫 外 皮 を 残 す 。SK5内 出 土 の 石 器 に

比 べ 大 型 の フ レ ー ク で あ り、 石 質 は 石 器 に不 向 き

な もの で あ る 。

17～31は グ リ ッ ド出 土 の 石 器 で あ る 。17～25は

チ ャ ー ト製 で あ る 。

17はD9グ リ ッ ド出 土 の2片 が 接 合 し た 石 器 で

あ る 。 中 央 で 折 れ た フ レ ー ク で2点 を接 合 す る と、

2.6cm、1.6cm、0.7cmを 測 り外 皮 を 残 す 。18はD
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10グ リ ッ ド出 土 で1.Ocm、1.6cm、0.7cmを 測 る 一一

部 に 外 皮 を残 す チ ッ プ で あ る 。19はD9グ リ ッ ド

出 土 で2.2cm、1.1cm、0.6cmを 測 る 小 型 の フ レ ー

ク で あ る 。20は17～19が 接 合 した 状 態 を 図 化 し た

物 で あ る 。22はD9出 土 で1.8cm、0.9cm、0.6cm

を 測 り打 面 が 欠 損 して い る 。25はD9出 土 で2.1

cm、1.4cm、0.4cmを 測 り、 一 部 に 外 皮 を 残 し打 面

が 欠 損 し て い る 。 こ れ ら の チ ャ ー ト製 の 石 器 は 同

一 母 岩 の 石 器 と思 わ れ る
。

21と24は 同 一 母 岩 の チ ャ ー ト製 の 石 器 で あ

る 。21はD10グ リ ッ ド 出 土 で1.5cm、0.6cm、0.6

cmを 測 り、24はC9グ リ ッ ド出 土 で1.7cm、1.3

cm、0.6cmを 測 る 小 型 の フ レ ー ク で あ る 。23はF

7出 土 でL7cm、1.2cm、0.4cmの 円 礫 外 皮 を 残 す

フ レ ー ク で あ る 。

26～28、31は 黒 曜 石 製 の 石 器 で あ る 。26はD8

グ リ ッ ド出 土 で3.2cm、1.7cm、0.7cmを 測 る 。 両

極 打 法 の フ レ ー ク に 側 縁 に 小 剥 離 を 施 し て い る 。

打 面 側 縁 に 樋 状 剥 離 状 の 細 い 剥 離 が み られ る 。 グ

レ ー バ ー と ス ク レ イ パ ー を 合 わ せ 持 っ た 石 器 と思

わ れ る 。27はE8グ リ ッ ド出 土 の 石 器 で あ る 。 同

一 地 点 か ら年 度 を 違 え て 出 土 し
、 接 合 した 石 器 で

あ る 。 畑 潅 の 影 響 で 調 査 前 に か な り欠 損 し て い た

と思 わ れ る 。 現 存 部 は6.9cm、3.6cm、1 .7cmを 測

り、 断 面 三 角 形 の 大 き な 縦 長 フ レー ク側 縁 に 剥 離

を 加 え た 石 器 で あ る 。 ス ク レ イ パ ー で あ ろ う か 。

28はC10グ リ ッ ド出 土 で1.4cm、1.2cm、0.2cmを

測 る 小 型 の フ レ.___クで あ る 。31はE8グ リ ッ ド出

土 で 、2.5cm、1.9cm、0.7cmを 測 る フ レ ー ク で あ

る 。

29はE8グ リ ッ ド出 土 珪 質 頁 岩 製 の 石 器 で あ る 。

3.4cm、2.4cm、0.6cmを 測 り、 縦 長 の フ レ ー ク 打

面 部 が 正 面 か ら折 れ て い る ブ レー ドの よ う な 石 器

で あ る 。

30はE7グ リ ッ ド 出 土 あ る 。3.6cm、1.7cm、

0.9cmを 測 る 無 斑 晶 質 安 山 岩 製 の 縦 長 剥 片 で あ る 。

打 面 が 背 面 か ら折 れ て い る 。 背 面 に タ ー ル 状 の 付

着 物 が 確 認 され た 。

そ の 他 図 化 し な か っ た 石 器 と し てSK5内 の

チ ャ ー ト製 の チ ッ プ14点 、D10グ リ ッ ドか ら黒 曜

石製のチ ップ1点 、E8グ リッ ドか ら27の 壊 れた

部分 と思われるチ ップ20点 、D3グ リッ ドより凝

灰 岩製のチ ップ1点 が 出土 している。

作業風景
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第16図A地 点 出土遺 物(4)
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第17図.A地 点 出土 遺物(5)
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第4章B地 点の調査

第1節 基本層序と地形

A地 点同様当地点も傾斜地であ り、複雑な層川頁

に悩まされた。調査地区の外周に トレンチを入れ

たが、地層の入れ替わりが激 しく、摺曲地層や崩

落土が堆積 し、調査区南東側か ら南西側では崩

落礫がIV層 以下を覆っていた。基本層序 としては、

いちばん安定していた北東側の地層と石器が集中

した中央東壁の地層を示 した。

第1項 二基 本 層 序(第18図)

1層 は表土黒色耕作 土(Hue10YR3/2)で あ る。

2度 にわた り当地点 を削平 し、土壌改 良のため盛

土(la・lb層)し てい る。

■層 は暗褐色 土(Hue10YR3/3)で あ る。当地

点の南側 には観察 され るが、C10グ リッ ドよ り北

西側 にはほ とん ど観察 されなかった。表面が風化

した無文 と思 われる土器片が1点 出土 してい る。

皿層 は黒褐色土(Hue10YR3/1)で あ る。砂 質

にマ ンガン斑 を約40%含 有す る。堅 く締 まってい

る。当地点の南側か ら北東方 向に斜め縦 断す るよ

うに分布す る。 この層 より石器(12点)が 出土 し

は じめた。 しか し、南側 には全 く出土遺物 は確 認

で きなか った。A地 点 の皿層 に類似 する。

]V層 は灰黄褐色 土(Hue10YR6/2)に 明黄褐色

土(Hue10YR7/8)が 約20%含 有 し、 マ ンガ ン粒

子がわずかに混入 してい る。やや粘 質を もつ。皿

層 と同様 な分布範 囲であ るが、南側 はこの層 に小

さな礫 か ら人頭大の礫 まで非常 に多 くの礫が含有

している。南東斜面か らの崩落礫が含有 している

もの と思 われる。石器は皿層 と同様 な範 囲で、6

点出土 している。

V層 は灰 黄褐色粘質層(Hue10YR5/2)で あ る。

黄 褐 色 土(Hue10YR5/8)が 斑 に含 有 。灰 白色

(Hue10YR7/1)粘 土 が下 か らの浸 み上 が り、細

い縦筋状 に認め られる。分布範囲は当地 点中央西

側か ら北西側のみ認 め られた。出土石器 は11点 で

ある。

W層 は黄褐色 粘土層(Hue10YR5/6)で 、褐灰

第18図B地 点基 本層 序
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色(Hue10YR6/1)粘 土が細 い縦筋状 に認 め られ

る。V層 と分布範囲 は同 じであ る。出土石器 は石

器3点 である。

田層 は灰 黄 色粘 土(Hue2.5YR6/2)に 黄褐 色

粒 子 を約5%含 有す る。出土石器 は最上部 より石

器3点 である。 この層 はvr層 に比べやや西側 中央

部 まで分布す る。

皿層は赤褐色(Hue5YR4/8)粘 性 のある砂質

層 に、 にぶ い黄褐色粒(Hue10YR6/3)を 含有す

る。 この層 は皿層 とほぼ同様 な分布範囲 をもつ。

以下の層 は出土遺物が ない。

IX層 灰黄色(Hue2.5Y7/2)粘 土 に明黄褐色

シル トと黒褐色砂が若干含有。

X層 にぶい黄榿色(Hue10YR6/4)砂 層 に明

黄褐 色砂 が若干 はいる。下部 に鉄分の沈着物が薄

く層 をな している。

XI層 黄褐色(Hue10YR5/6)粘 土 に灰色(Hue

10YR6/6)粘 土 にク ラック状 に認 め られ る。

X■ 層 淡黄色(Hue5YR8/3)シ ル トに1登色

シル トが斑 に含有 し灰黒色 シル ト質の土が縦筋状

に認め られ る。

X層 か らX]1層 は当地点北 西側 に隆起す るよう

に堆積 している。

X皿 層 灰 黄褐色(Hue10YR6/2)粘 土 に褐色

粘土が25%含 有す る砂礫層。

XIV層 にぶ い黄 褐色(Hue10YR4/6)土 マ ン

ガ ン粒 を含有 し、褐灰 色粘土が クラック状 に認め

られ る。

XV層 灰 黄褐 色(Hue10YR6/2)粘 質土 中に

褐灰色砂小 ブロ ックを多量 に含有 してい る。暗赤

褐色粒 も含有 してい る。黒褐色粘土が縦筋状 に認

め られ る。

XV工層 にぶ い黄 褐色(Hue10YR5/4)粘 質土

に褐灰色粘 質土が小 ブロック状 に混入す る砂礫層。

X皿 層 褐色(Hue10YR4/4)シ ル トに1～3

cmの 砂礫 が含有す る砂礫 層。X皿 層 を浸食 してい

る。

X皿 層 にぶ い黄褐色(Hue10YR4/3)シ ル ト層。

XIX層 にぶ い黄褐 色(Hue10YR5/4)シ ル ト

層 に黒色 と赤褐色の砂 質土 が含有。

皿からX皿 層は崩落土 と思われる。

第2項 地層 か ら観 察 され た地 形

本調査区においては1～ 皿層を基盤とした平坦

面が、浸食 を受けたものと思われる。第皿層は、

1～ 皿層を基盤とした平坦面に形成 された浅い小

川状の凹地が形成された後、IV～vr層 がそれらを

大きく削平 したものであると考えられる。

第2節 遺 構

第1項 ピ ッ ト群(PL3)

当 地点 で は旧石器 時代 の遺構 以外 にE・F-

13・14グ リ ッ ドに、 ■層 か らピッ ト群(7基)

が検 出 された。 ピッ トは列 を成 さず、規則性 はな

い。浅 い覆土 は■層 に黄褐色粒が多 く含 まれ、炭

化粒が混入 している ピッ トもある。 ピッ トの形状

はほぼ円形で径 は20～25cmの ものが多 く、深 さも

10cm前 後 であった。大久保館跡の北東側斜面下 に

あた り、柵列 などの可能性 もあ るが、遺構 の性格

は不 明である。

調杢 当初 ■層か ら検 出されたSK1とSK2で

はあるが、覆土 はIb層 が下層付 近 まで 占めあ っ

たため、撹乱 として認識 した。

第2項 石 器 の 出土 範 囲(第20図)

石器の出土は調査区 中央部東壁 に疎 らに出土 し

てい る。

石器の分布 は前節旧石器 の地形の項で述べ た よ

うに地形 の凹面 に堆積 した皿層～孤層の問で出土

してい る。出土 グリッ ドはD～F-7～11グ リッ

ドか ら出土 してお り、南北約20m東 西8mの 狭 い

範囲である。

皿層 か ら出土 した石器10点 、IV層 か らは6点 、

V層 か らは11点 、IV'層 か らは1点 、VI層 か らは

3点 と原石1点 、孤層か らは3点 、撹乱か ら1点

出土 している。皿層以下田層上面 まで、 出土 して

いる。第20図 一22は21の1V層 出土 の もの とW層 出

土 の ものが接合 してい る。

第20図 の石器 の出土状 況図の南北軸の断面図か
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らは、北から南への斜面に石器が傾斜に沿って出

土 していることが確認される。青灰色の縦筋状ク

ラックのIV層やV層 など確認されてお り、クラッ

クに石器が落ち込んでいたことなどにより本来の

石器の原位置を保っていないことが確認できた。

第3項 礫 の 出土範 囲

礫の分布をA地 点では1点 ずつ取 り上げ記録 し

たが、B地 点の調査では、調査期限も考慮 して、

4mグ リッドごとに一括取 り上げを行った。 しか

し、調査区南側はIV層以下崩落土が堆積 していた。

そのため崩落土の堆積範囲は、礫の一括取 り上げ

を行わなかった。

:礫の出土範囲と出土量は、第21図 、第6・7表

に示 した。

第3節 出 土 遺 物(第22～26図 〉

第1項 表 土や撹乱 内遺物

表土や撹乱層から出土 しているものは、縄文時

代の無文土器1点 と須恵・器i甕と壷の小破片2点 が

出土 している。石器は、第23図12が 撹乱1か らの

み1点 出土 している。その他遺物は出土 していな

い。その他の石器は全て皿層以下から出土 してい

る。

第2項 旧石 器 時 代 の 遺 物(第22～26図)

皿層以下 の石器確認層 まで現代 の撹乱 を受けて

い ない ことを示 し、非常 に安 定した状況で石器が

出土 した。

1～8は 黒曜石製の石・器である。

1はE9グ リッ ドか ら出土 した。vr層 か ら出

土 した石器 である。2.7cm、1.4cm、0.8cmを 測 る。

横広 の フレークの端部 を折 り取 り、折 り取 り部 に

小剥 離 を施 し、切 り出 しナイフ風 に整形 している

小型のナイフ形石器であ る。刃部の部分に小 さな

剥離痕 があ りその部分は磨耗 してい る(挿 入写真

1)0

2はE9グ リッ ドか ら出土 した。2.3cm、2.Ocm、

0.7cmを 測 る。主要剥 離面 を残す厚 い フレー クか

ら剥 が さ れ た フ レ ー ク で 、 打 面 調 整 の 剥 片 で あ

ろ う か?3はE9グ リ ッ ドか ら 出 土 した 。1.7

cm、1.3cm、0.5cmの 小 フ レ ー ク で あ る 。4はE9

グ リ ッ ドか ら 出 土 し た 幅 広 の 小 フ レ ー ク で あ る 。

1.Ocm、2.Ocm、0.5cmを 測 る 。2～5はV層 中 か

ら 出 土 し て い る 。5はE9グ リ ッ ドか ら 出 土 し

て い る 。3.6cm、3.1cm、0.9cmを 測 る 。 縦 長 の フ

レー ク で 、 側 縁 部 に 小 剥 離 が 確 認 さ れ る 。IV層 下

部 か らV層 上 面 に か け て 立 っ た 状 況 で 出 土 し て い

る 。6はE9グ リ ッ ドの 皿 層 か ら 出 土 し た フ レ ー

ク で あ る 。 打 点 部 が 正 面 か ら折 れ て い る 。2.5cm、

2.7cm、0.9cmを 測 る 。7はE7グ リ ッ ドV層 上 部

か ら 出 土 し た 。4.Ocm、2.9cm、1.6cmを 測 る 。 正

面 に 外 皮 を 残 す 屈 曲 す る 縦 長 フ レ ー ク で あ る 。8

はE11グ リ ッ ド よ りV層 中 よ り 出 土 し た 。 現 存

4.2cm、3.3cm、1.2cmを 測 る 。 調 査 中 の ア ク シ デ

ン トに よ り欠 損 部 が 多 い 縦 長 の フ レー ク で あ る 。

9は 黄 玉 製 の 石 器 で 、E9グ リ ッ ド皿 層 よ り出

土 し た 。2.8cm、1.7cm、0.9cmを 測 る 、 横 長 の 肉

厚 な 小 型 フ レ ー ク の 両 縁 辺 を 背 面 か ら 鈍 角 な 剥

離 を 加 え 、 ス ク レ イ パ ー 状 の 刃 部 を 作 成 し て い

る 。 全 体 的 に 稜 線 が 磨 耗 して い る(挿 入 写 真2)。

10はE8グ リ ッ ドよ り 出 土 し た フ レ ー ク で あ る 。

3.3cm、3.Ocm、0.8cmを 測 る 、 円 礫 表 皮 を 正 面 に

残 す 縦 長 の フ レ._._クで あ る 。 側 縁 部 に 鈍 角 な 小 剥

離 痕 が 確 認 さ れ る 。

11はD8グ リ ッ ドIV層 か ら 出 土 し た 。4.9cm、

3.5cm、1.1cmを 測 る 、 光 沢 な い灰 色 の チ ャ ー ト製

縦 長 フ レ ー ク で あ る 。12は 撹 乱1か ら 出 土 。1.2

cm、1.3cm、0.3cmを 測 る メ ノ ウ 製 の 小 フ レ ー ク で

あ る 。

13～17は 凝 灰 岩 製 のIV層 ～vr層 下 部 出 土 の 石 器

で あ る 。13-D10、14-E6、15-E9、16-

E7、17-D8グ リ ッ ド出 土 で あ る 。13は1.6cm、

1.7cm、1.9cmを 測 り、14は1.9cm、1.9cm、0.7cm

を 測 り、15は1.4cm、1.2cm、0.6cmを セ則 る 、 小 フ

レ ー ク で あ る 。17は3.7cm、5.Ocm、1.5cmの 円 礫

外 皮 を 残 し、 打 面 部 が 背 面 か ら折 れ た 。 フ レー ク

で あ る 。

18～23は 、 チ ャ ー ト製 の 同 一 母 岩 の 石 器 と 思 わ
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れ る 。22は20と21が 接 合 し た 図 で あ る 。18～19は

E9グ リ ッ ド出 土 、20はD9・E9グ リ ッ ドか ら

出 土 で あ り、21・23はE8グ リ ッ ド出 土 で あ る 。

18は 皿 層 出 土 した 円 礫 外 皮 を 残 す 、2.5cm、3.3cm、

1.2cmを 測 る 幅 広 の や や 厚 い フ レ ー ク で あ る 。 剥

片 端 部 は 正 面 側 か ら折 れ て い る 。19は 皿 層 出 土 で 、

1.6cm、2.3cm、0.75cmの 打 面 部 に 外 皮 を 残 す 小

型 フ レ ー ク で あ る 。20は1.8cm、5.2cm、0.8clnを

測 るW層 出 土 の 横 広 の フ レ ー ク で あ る 。21はE8

グ リ ッ ド皿 層 下 部 出 土 の 石 器 とD9グ リ ッ ドエV層

出 土 の 石 器 が 出 土 し た も の が 接 合 した フ レ ー ク で

あ る 。 剥 離 の 際 打 点 部 か ら長 軸 に 石 の 目 に 沿 っ て

剥 が れ た も の と 思 わ れ る 。2点 で 、4.8cm、3.9cm、

0.9cmを 測 る 。23は 打 面 部 か ら 正 面 に か け て 円 礫

外 皮 を 残 す 。2.8cm、5.2cm、2.8cmを 測 る 分 厚 い

フ レー ク の 下 端 部 は 平 坦 に 剥 離 さ れ て い る 。 こ の

平 坦 な剥 離 面 の 側 縁 部 に は 小 さ な 剥 離 面 が 認 め ら

れ る 。E8グ リ ッ ド皿 層 か ら 出 土 して い る 。

24～28は 安 山 岩 製 の 石 器 で あ る 。24・26～28は

同 一 母 岩 の よ う に 類 似 す る 。25はD8グ リ ッ ド

皿 層 出 土 で あ る 。2.8cm、4.Ocm、1.5cmを 測 る フ

レー ク で あ る 。24はD9グ リ ッ ドV層 出 ± で あ る 。

2.8cm、3.3cm、0.9cmを 測 る フ レ ー ク で 、 表 面 に

円 礫 外 皮 を残 す 。26はF9グ リ ッ ド皿 層 出 土 で あ

る 。1.2cm、4.Ocm、1.Ocmを 測 る 。 正 面 に 円 礫 外

皮 を 残 す 幅 広 の フ レ ー ク で 、 打 面 部 は 背 面 部 か ら

折 れ て い る 。27はE7グ リ ッ ドV層 か ら 出 十 して

い る 。4 .4cm、4.5cm、2.2cmを 測 る 厚 い フ レ ー ク

で あ る 。28はE8グ リ ッ ド皿 層 出 土 で あ る 。3.1

cm、5.8cm、2.2cmを 測 る 分 厚 い フ レ ー ク で 、 正 面

に 円 礫 外 皮 を残 す 側 縁 に 小 剥 離 が 認 め ら れ る 。

29はD11グ リ ッ ドIV層 面 出 土 の 石 器?で あ る 、,

D11グ リ ッ ドに はIV層 面 に 崩 落 礫 が 多 く 、29は そ

の 層 中 に 礫 と共 に 出 土 した 。 石 核 と考 え て よ い も

の か 迷 っ て い る も の で あ る 。 細 長 い 礫 の 長 軸 に3

枚 の ブ レ ー ドを 剥 が し た 剥 離 が 認 め ら れ る 。 こ の

よ う な 剥 離 が 自然 石 の 中 で お こ る の か 困 惑 して い

る 。 剥 離 さ れ た 面 は 風 化 し、 磨 耗 して い る よ う に

も 感 じ ら れ る 。 崩 落 に よ る 磨 耗 の 可 能 性 も あ る 。

ま た 、 剥 離 面 に タ ー ル 状 の 黒 色 斑 の 付 着 が 数 ヶ 所

認 め られ る。6.9cln、3.8cm、2.4clnを 測 る。 今 後

の類例 を待 ちたい。

30と31は 敲石である。30はE8グ リッ ド皿層 出

土 で ある。 硬 質砂岩 製で、6.4cm、4.8cm、3.6cm

を測 る。楕円礫 の長軸端部 と下部の側面に打痕が

認め られ る。31はE8グ リッ ド皿層出土の2点 が

接合 した ものである。30と 同様楕円礫 の硬質砂岩

製であ る。敲打 の際 、長軸方向 に石の 目に沿 って

数 個 に破 砕 した 中の2点 と思 わ れ る。残存 部 は

7.4cm、4.4cln、4.2cmを 測 る。 今 回の調査 では 図

化 した3!の 残 りの破片 は発見 されなか った。長軸

の両端部 に敲打 の跡が観察 された。

1稜 線が磨耗 している石器

2小 剥離痕がある石器
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第19図B地 点 グ リ ッ ド配 置図 ・遺構 配 置図
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第20図B地 点石器 分布 図
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第21図 ・.B地 点 グ リ ッ ド別礫 分布 図
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第22図B地 点 出土 遺物(1)
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第23図B地 点 出土遺 物(2)
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第24図B地 点 出土 遺物(3)
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第25図B地 点 出土遺物(4)

一36一



第26図B地 点 出土遺 物(5)
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状況 か らも明確 となった。

第5章 ま と め

今回の茶臼峯窯跡遺跡の調査では次のことが判

明 した。

A地 点

1奈 良 ・平安時代以降のSKが6基 検出された。

SK2・SK4・SK5は 覆土中から周辺の窯

跡遺跡 より出土 した須恵器 ・土師器などに類似

する遺物が出土 した。周辺の窯に関係する破損

品の捨て場 として土坑が利用された可能性があ

る。また、SK5の 覆土内には縄文時代の石斧

や石皿、旧石器時代の石器が混入 していた。

2SK1・SK6は 旧石器時代の石器が覆土内

より出土 しているが、明確な時期は不明である。

覆土や検出面からSK2やSK4・SK5等 と

同時期の遺構 と思われる。遺構の性格は不明で

ある。なお、SK1の 覆土からは旧石器時代の

石器が3点 出土している。

3SK3は 中世遺物が遺構上部に出土 し、中世

以降の遺構 と思われる。0.8mの 深さで調査 は

中断しているが、井戸状の遺構の可能性が考え

られる。

4旧 石・器時代の石器は53点 出土 したが、その内

24点 はチャー ト製小フレーク類であ り、SK5

の下部から出土 したものである。その他の石器

はコア1点 、ブレー ド?1点 、スクレイパー類

5点 、フレークとチップ類は46点 である。

5現 地形は北側から南側に下る斜面である。旧

石器時代の出土した地点の地形は、土層観察の

結果、北東側から北西側に下る小谷(凹 地)が

検出された。この小谷の凹地の底面には粘土層

が堆積 してお り、その上に北東側か ら流れ込ん

だ地層が堆積 したものであ り、遺物包含層は二

次堆積 と判断 した。凹地に堆積 した地層の中に

石器が含まれていたものと思われる。このよう

に石器の堆積は、石器が製作 ・使用 ・廃棄等の

過程を前提二とするような原位置での出土ではな

いと思われる。石器と同時に記録 した礫の堆積

B地 点

1時 期が明確でないピット群が南側 より検出さ

れた。大久保館跡の北斜面下に当たり、大久保

館跡に関係する柵列ではないかと推察する。

2柵 列以外に上部に遺構は な く、表土直下は皿

層であった。皿層から田層直上までの間に旧石

器時代の石器が135点 出土 した。

3石 器は、チャー ト製、黒曜石製、安山岩製、

珪質頁岩製などであった。器種 としては、ナイ

フ形石器 と思われる石器1点 、スクレイパ`1

点、敲石2個 体、リタッチのあるフレークなど

フレーク ・チップ類129点 が出土 した。また他

に石器の原石 と思われるものが1点 、コアか自

然石か判断 しかねる石器1点 が出土 している。

4A地 点同様 にB地 点の地形 も、礫の分析な

どを加えて、地層観察をおこなった。現地形で

は茶臼峯の小谷の西斜面にあたる。地層観察の

結果、石器の出土 した地点は、調査区の北東側

から中央西側にかけて下る小谷があり、凹地に

なっていたものと思われる。その凹地内に再堆

積 した地層 より石器が出土 した。凹地の底面に

は粘土層が観察され、B地 点ではその粘土層ま

で石器が出土 した。石器は皿層と粘土層の皿層

の石器 と接合するもの もあった。凹地内に斜面

から流れ込んだ二次堆積 した地層に、石器が堆

積 したものと思われる。A地 点同様石器の堆積

は石器が原位置の出土ではなく、二次的な堆積

であると考察される。
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第2表 奈良 ・平安時代遺物属性表

図版
番号

図
番号

地点
遺構i

番号

グ リ

ッ ド

実測
番号 層位 遺物名 器種名 部位 特 徴

色調 ・焼成 ・

胎土の特徴

個体
数

口径

(cm)

底 径

(cm)

器 高

(cm)
備考

13 1 A SK2 E-6 1 覆土 須恵器 杯 完形 糸切 り 赤紫色硬質 1 13.5 7.1 3.9

13 2 A SK2 E-6 29 覆土 須恵器 杯 杯身
杯身の割れ口が磨いて

ある
灰白色軟質 1

13 3 A SK2 E-6 5 覆土須恵器 高台付杯 完形 灰白色軟質 1 13.7 9.6 3.4

13 4 A SK2 E-6 15 覆土須恵器片杯 底部 糸 き り痕あ り 灰色硬質 1 6.8

13 5 A SK2 E-6 2 覆土須恵器 高台付杯 完形 糸 き り痕あ り 黒赤紫色硬質 1 13 9 4

13 6 A SK2 E-6 4 覆土須恵器 高台付杯 完形 糸 き り痕あ り 硬質 1 16 11 5.7

13 7 A SK2 E-6 18 覆土須恵器片高台付杯 高台 接合面に糸 きり痕あ り 灰色 焼成良好 1 7.1

13 8 A SK5 C-14 19 覆土須恵器片揺鉢 底部
底部外面に爪形の刻み
あり

灰色胎土粒子
が粗い

1 10.5

13 9 A SK5 C-14 22 覆土須恵器片甕 口縁 櫛描波状文 赤紫色硬質 1

13 10 A SK5 C-14 25 覆土須恵器片甕 口縁 櫛描波呪文 黒褐色硬質 1

13 11 A SK5 C-14 21 覆土須恵器片 甕 口縁 櫛描波状文 灰色 焼成不良 1

13 12 A SK5 C-14 23 覆土 須恵器片 甕 口縁 縦方向の櫛描文 暗褐色 2

13 13 A SK5 C-14 26 覆土須恵器片 甕 胴部 1

13 13 A SK5 C-14 27 覆土 須恵器片 甕 口縁 1 23.2

13 14 A SK5 C-14 24 覆土 須恵・器片 甕 胴部 1

13 15 A SK4 F-5 12 覆土 須恵器 甕 口縁
頸部櫛描波状文、胴部
内面青海波紋

1 53

13 16 A SK2 E-6 14 覆土 須恵器片 甕
胴下
半部

外面 タタキ 目、内面ハ

ケ 目
1

14 17 A SK2 E-6 13 覆土 土 師・器 甕 胴部 1

14 18 A SK2 E-6 28 覆土 須恵器 甕
胴下
半

胴径約66 1

14 19 A SK2 E-6 7 覆土 須恵器 甕 胴部 頸:部径12.4 1

14 19 A SK2 E-6 11 覆土 須恵器 甕 底部 1

14 20 A SK2 E-6 8 覆土 須恵器 甕 完形 1 37.5 12.5 21.5

14 22 A SK2 E-6 3 覆土 須恵器 小型甕 口縁 口縁部摘み上げ 灰白色 1 20.7 北陸系

14 23 A SK2 E-6 6 覆土 須恵器 甕 口縁 1 28

14 24 A SK2 E-6 17 覆土 土師器 小型甕 胴部 胴径17 1

14 26 A SK2 E-6 16 覆土 土師器 甕 口縁 1 24.8

14 27 A SK2 E-6 10 覆土 土師器 甕 底部 丸底、胴下半部箆削 り 1

14 28 A SK2 E-6 9 覆土 土師器 甕
底部
欠損

口唇部面取 り、胴上部
ロクロ痕顕著。胴下半

部縦方向の箆削 り

1 18.5 北信甕

第3表 遺構別土器等出土量

遺構番号 遺物名 器種名 破片数 重量(9)

SK2 須恵器 124 12750

SK2 土師器 49 986

SK3 須恵器 甕 1 11

SK3 青磁片 2 5

SK4 須恵器 その他 3 2809

SK5 須恵器 521 23644

SK5 灰粕 1 37

SK5 中世土師器 5 16

SK5 土師器 15 785

グ リ ッ ド 須恵器 甕 5 171

グ リ ッ ド 土師器 甕 1 37

グ リ ッ ド 陶器 鉢 1 27

表採 須恵器 甕 46 1974

表採 土師器 甕 3 26

表採 土器 1 28

合計 778 43306

SK2 礫 2 1090

SK5 窯体片 33 2620

SK5 礫 9 448

表採 礫 、窯体片 7 1277

合計 51 5435
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第4表 A地 点 礫属性別数量表
グ

リ

ツ

ド

円礫

2
cm
以
上

円礫

1
S

2
cm

円礫

0.5
S

l
cm

円礫

0.3

S
O.5
cm

角礫

2
cm
以
上

角礫

1
S
2
cm

角礫

0.5
S

l
cm

角礫

0.3
S

O.5
cm

大角
き
さ
不
明礫

礫礫

2
cm
以
上

礫礫

1
S
2
cm

0.5形

状
～不

1明

cm礫

0.3形

～状不

0・5明

cm礫

2円
cm

以
上
破
砕礫

1円
S
2
cm
破
砕礫

0.5円

S

l
cm

破

砕 礫

0.3円
S

O.5
cm

破

砕 礫

2角
cm

以
上
破
砕礫

1角
S
2
cm

破砕礫

1角
cm礫

破0 .5

砕 ～

0.5角

cm礫

破0.3

砕 ～

不形

状明

規

礫模

円

礫

合

計

角

礫

合

計

不形

状明

規

礫模

全

礫

合

計

円
礫破

砕
合計

角
礫破

砕
合計

破

砕
礫
合
計

A-1 5 7 2 0 2 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 14 8 0 22 0 0 0

A-2 5 8 2 0 7 11 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 20 0 35 0 0 0

A-3 6 9 0 0 4 10 2 0 0 0 0 0 0 0 0 a 0 0 0 0 0 0 15 16 0 31 0 0 0

A-4 2 7 0 0 0 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 9 9 0 18 0 1 1

A-5 1 1 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 3 a 5 0 0 0

A-6 3 0 0 0 0 3 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 5 0 8 0 0 0

A-7 0 1 1 0 1 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 7 0 9 0 0 0

A-8 5 7 1 0 4 5 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 13 11 0 24 0 0 0

A-9 8 10 1 0 11 12 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19 24 0 43 0 0 0

A-10 2 3 1 0 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 4 0 10 0 0 0

B-1 1 0 0 0 1 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4 0 5 0 0 0

B-2 5 13 2 0 9 17 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 29 0 49 0 0 0

B-3 4 3 0 0 1 2 0 0 0 0 a 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 7 3 0 10 3 0 3

B-4 1 4 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 5 3 0 8 2 0 2

B-5 1 2 0 0 2 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 6 0 9 0 0 0

B-6 0 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 3 0 0 0

B-7 3 5 1 0 7 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 9 13 0 22 0 1 1

B-8 0 3 0 0 6 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 8 0 11 0 0 0

B-9 2 3 0 0 0 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 4 0 9 0 0 0

B-10 0 1 0 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4 0 5 0 0 0

C-2 0 2 1 0 2 8 0 0 0 0 0 0 0 0 a 0 0 0 0 0 0 0 3 10 0 13 0 0 0

C-3 15 17 1 0 5 11 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 33 17 0 50 0 0 0

C-4 8 15 3 0 3 16 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 26 27 0 53 0 0 0

C-5 5 14 io 0 2 14 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 29 25 0 54 0 0 0

C-6 9 13 5 0 1 20 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 27 26 0 53 0 1 1

C-7 3 4 1 0 5 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 10 0 18 0 0 0

C-8 4 12 0 0 4 5 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 16 11 0 27 0 0 0

C-9 10 17 0 0 12 8 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 27 21 0 48 0 1 1

C-10 26 38 14 0 10 11 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 a 1 1 0 2 78 30 2 110 0 2 2

D-3 8 9 2 0 5 18 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19 26 0 45 0 0 0

D-4 9 21 8 0 5 11 29 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 38 45 0 83 0 0 0

D-5 4 8 1 0 3 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 13 7 0 20 0 0 0

D-6 14 34 5 0 6 8 7 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 53 21 0 74 2 0 2

D-7 32 45 21 0 7 16 15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 2 98 38 2 138 0 2 2

D-8 29 37 7 0 16 16 7 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 73 39 1 113 1 1 2

D-9 19 20 8 3 12 20 4 0 0 0 0 0 0 1 1 a 0 0 1 1 0 4 50 36 4 90 2 2 4

D-10 74 156 61 1 19 63 33 2 0 0 6 4 0 0 0 0 0 2 5 0 0 35 292 117 35 444 0 7 7

E-2 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 a 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 3 0 0 0

E-3 13 23 6 0 6 26 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 42 36 0 7s 0 0 0

E-4 20 48 2 0 20 53 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 70 81 0 151 0 2 2

E-5 0 2 2 0 5 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 14 0 18 0 0 0

E-6 11 12 1 0 6 4 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 24 14 0 38 0 2 2

E-7 85 133 37 0 41 36 17 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 3 255 94 3 352 1 2 3

E-8 45 83 16 3 20 34 9 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 9 147 64 9 220 0 2 2

E-9 12 28 16 7 7 29 3 0 1 5 15 22 14 0 0 0 0 0 0 0 0 89 63 40 89 192 0 0 0

E-10 12 38 14 1 5 9 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 65 19 7 91 0 0 0

F-3 2 3 0 a 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 5 0 10 0 0 0

F-4 0 6 0 0 3 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 11 0 17 0 0 0

F-5 11 20 2 0 12 16 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 33 30 0 63 0 2 2

F-6 1 0 0 0 1 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 5 a 6 0 0 0

F-7 20 55 15 0 7 16 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 a 1 0 0 5 90 34 5 129 0 1 1

F-8 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 0 1 4 0 0 0

F-9 1 2 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 2 1 6 0 0 0

F-10 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 2 0 0 0

不明 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 1 1

合計 558 1008 270 15 317 599 219 3 2 5 22 26 14 6 5 0 0 6 16 8 0 159 1851 1140 159 3150 -- 30 41

第5表A地 点 グリッド別礫出土量割合表
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第6表 B地 点 礫属性別数量表
グ

リ
ツ

ド

出

土

場
所

.一.

2円

買
占礫

↑ 円
S
2

9礫

1円
cm
L;1

こ 礫

.一.

2円

買
こ礫

.一.

2角

鍛
占礫

丁 角
S
2
cm

↑角

買
こ礫

.一.

2角

買
巴礫

以円
上礫

.一.

破2
砕cm

2円
cm礫
)

(
破1
砕 ～

以円
下礫)

(
破1
砕cm

以 円
下礫)

(
破2
砕mm

以 角

上 礫

破2

砕cm

2角
cm礫

.一.

破1
砕 ～

以角
下礫

.一.

破1
砕cm

以角
下礫)

(
破2
砕mm

円

礫
合

計

角

礫
合

計

礫

総
1計

合破

砕
円

計礫

合破

砕

角
計礫

破
砕
礫合

計

C-3 2 9 11 0 3 8 13 0 0 0 0 0 1 0 0 0 22 24 46 0 1 1

C-4 4 10 33 0 2 8 15 0 1 0 0 0 0 0 1 0 47 25 72 1 1 2

C-5 6 18 62 0 0 22 28 0 0 0 0 0 0 1 1 0 86 50 136 0 2 2

C-6 2 3 29 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 34 12 46 0 0 0

C-7 2 0 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 13 0 13 0
ち0

0

C-8 6 24 38 0 6 32 41 0 1 0 0 0 1 3 1 0 68 79 147 1 5 6

C-9 8 57 65 0 6 37 52 0 1 0 0 0 1 3 0 0 130 95 225 1 4 5

C-10 4 12 2 0 1 5 7 0 0 1 0 0 0 0 0 0 18 13 31 1 0 1

C-11 1 11 1 0 0 6 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 13 7 20 1 0 1

D-4 2 1 8 0 1 7 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 15 26 0 0 0

D-5 23 50 84 0 9 85 76 0 3 1 0 0 0 12 2 0 157 170 327 4 14 18

D-6 36 84 155 0 22 110 146 0 5 11 1 0 4 13 13 0 275 278 553 17 30 47

D-6.7 26 84 61 0 24 82 115 0 3 1 0 0 6 2 0 0 171 221 392 4 8 12

C・D-7 0 3 8 0 1 6 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 11 22 0 0 0

D-7 31 82 77 0 23 63 73 0 8 3 1 0 6 6 3 0 190 159 349 12 15 27

D-8 37 98 98 a 43 84 109 0 4 8 1 0 5 9 4 0 233 236 469 1s 18 31

D-9 11 35 38 0 21 55 23 0 0 2 2 0 1 4 0 0 84 99 1ss 4 5 9

D-10 7 27 18 0 12 25 16 0 1 3 0 0 2 3 2 0 52 53 105 4 7 11

D-11 10 24 10 0 11 21 6 0 0 3 0 0 0 1 0 0 44 38 82 3 1 4

C・D-12 1 3 0 0 5 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 4 6 10 1 0 1

D・E-5 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2 0 0 0

D・E-6 8 28 34 0 11 27 14 0 2 2 0 0 0 4 1 0 70 52 122 4 5 9

D・E-7 6 5 13 0 2 11 16 0 1 1 0 0 0 1 0 0 24 29 53 2 1 3

E-5 8 20 2 0 4 9 6 0 1 0 0 0 1 0 0 0 30 19 49 1 1 2

E-6 22 34 18 0 21 30 14 0 2 4 3 0 3 0 1 0 74 65 139 9 4 13

E-7 48 76 29 0 29 77 42 0 13 11 4 0 2 5 2 0 153 148 301 28 9 37

E-8 69 126 93 0 29 11s 79 0 12 33 16 0 5 25 19 0 288 226 514 61 49 110

E・F-8 2 5 1 0 1 5 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 8 7 15 1 1 2

E-8.9 1 2 24 0 1 5 12 0 0 0 1 0 0 0 5 0 27 18 45 1 5 6

E-9 301 485 309 0 142 227 130 0 55 78 12 0 17 27 10 0 1095 499 1594 145 54 199

E-9 トレンチ10 19 0 2 0 9 4 1 0 7 0 0 0 4 2 0 0 21 14 35 7 6 13

E-9 礫集中部 36 28 39 0 10 22 6 0 4 4 3 0 2 5 1 0 103 38 141 1i 8 19

E-9.10 21 60 38 0 11 63 50 0 7 2 0 0 0 8 0 0 119 124 243 9 8 17

E-!0 304 340 208 0 130 233 150 0 97 48 18 0 21 30 40 0 852 513 1365 163 91 254

E-11 80 133 50 0 62 97 54 0 20 23 1 0 15 8 8 0 263 213 476
脚

44 31 75

E-12 0 1 1 0 1 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 4 6 0 0 0

F-6 20 2 0 0 7 0 2 0 5 0 0 0 0 0 0 0 22 9 31 5 0 5

F-7 2 4 8 0 2 12 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 14 19 33 0 0 0

F-8 8 19 2 0 9 10 13 0 2 0 a 0 0 0 0 0 29 32 61 2 0 2

F-9 60 91 16 0 42 70 53 0 15 2 0 0 7 11 4 0 167 165 332 17 22 39

F-10 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 3 0 0 0

F-11 11 S 2 0 20 5 2 0 4 0 0 0 4 0 0 0 21 27 48 4 4 8

F-12 3 3 2 0 5 4 3 0 1 1 0 0 1 0 0 0 8 12 20 2 1 3

G-12 0 1 0 0 1 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 5 6 0 0 0

G-12.13 5 1 0 0 4 0 a 0 1 0 0 0 0 0 0 0 6 4 10 1 0 1

合計 1255 2109 1700 0 744 1690 1400 0 278 243 63 0 110 183 118 0 5064 3834 8898 584 411 995

第7表B地 点 グリッド別礫出土量割合表
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第8表 石器属性表(1)

図

版

名

図

番

号

登
録
番
号

地

点

名

取上

げ
日

遺
構
番
号

グ

リ
ツ

ド

遺
物
番
号

層 位 石材 器種名 特徴
長
さ

(cm)

幅(
cm)

厚(
cm)

重
量

(g)
備 考

15 1 275 A SKO5 C-14 不明 頁岩? 打製石斧 6.9 5.5 1.4 縄文時代

15 2 233 A SKO5 C-14 SK5-2層 安山岩B 石皿 一 部 (9) (11.3) (4.85) 縄文時代

15 3 232 A SKO5 C-14 SK5-2層 泥岩 砥石 手持ち 3.8 4.2 4 縄文以降不明

16 1 201 A 51003 SKO1 C-14 SK1-3層 珪質頁岩
ス クレイパ ー

+ド リル
3.0 1.8 0.6

16 2 202 A 50930 SKO1 C-14 覆土 黒曜石 Rフ レーク 3.7 1.8 1.2

16 3 203 A 50930 SKOl C-14 覆土内 チャート フレーク 1.6 2.8 0.5

16 5 224 A 51115 SKO5 C-14 21 SK5-3層 チャート フレーク 1.8 1.4 o.g

16 6 208 A 51115 SKO5 C-14 5 SK5-3層 チャート コア 2.1 2.0 1.4

16 7 226 A 51115 SKO5 C-14 23 SK5-3層 チャート フレーク 1.5 1.1 0.5

16 8 207 A 51115 SKO5 C-14 4 SK5-3層 チャート フレーク 外皮付 2.0 1.3 1.7

16 9 225 A 51115 SKO5 C-14 22 SK5-3層 チャート フレーク 1.7 1.9 0.4

16 10 212 A 51115 SKO5 C-14 9 SK5-3層 チャート フレーク 外皮付 1.5 1.7 0.4

16 11 210 A 51115 SKO5 C-14 7 SK5-3層 チャート フレーク 外皮付 2.0 3.2 2.2

16 12 221 A 51115 SKO5 C-14 18 SK5-3層 チャート フレ・一 ク 外皮付 2.7 2.5 1.0

16 13 205 A 51115 SKO5 C-14 2 SK5-3層 チャート フレーク 外皮付 1.2 2.6 1.5

16 14 211 A 51115 SKO5 C-14 8 SK5-3層 チャート フレーク 2.2 1.0 0.3

16 15 214 A 51115 SKO5 C-14 11 SK5-3層 チャート フレーク 外皮付 3.3 1.6 1.0

16 16 230 A SKO5 C-14 覆土上面 チャート フレーク 外皮付 5.3 4.4 1.5

17 17 238 A 51027 D-09 2 A-IV層 チ ャート フレーク 外皮付

17 17 239 A 51028 D-09 4 A-IV層 チャート フレーク 外皮付

17 18 243 A 51108 D-10 2 A-N層 チャート チップ 外皮付 1.0 1.6 0.7

17 19 242 A 51028 D-09 7 A-IV層 チャート フレーク 2.2 1.1 0.6

17 21 244 A 51104 D-10 4 A-W層 チャート フレーク 1.5 0.6 0.6

17 22 240 A 51028 D-09 5 A-IV層 チ ャート フレーク 1.8 0.9 0.6

17 23 273 A 51108 F-07 1 A-IV層 チ ャート フレーク 外皮付 1.7 1.2 0.4

17 24 234 A 51027 C-09 3 A-N層 チ ャート フレーク 外皮付 1.7 1.3 0.6

17 25 241 A 51028 D-09 6 A-N層 チ ャート フレーク 外皮付 2.1 1.4 0.4

17 26 237 A 51026 D-08 1 A-IV層 黒曜石 スクレイパ ー?
両極打法、

外皮付
3.2 1.7 0.7

17 27 247 A 51108 E-08 1 A-IV層 黒曜石 スクレイパ ー
EO8No.2

と接 合
一 一 一 登録Nα248と接合

17 27 248 A 51108 E-08 2 A-IV層 黒曜石 スクレイパ ー
EO8No.1

と接 合
6.9 (3.6) 1.7 登 録No.248と 接 合

17 27 278 A 61027 E-08 163 A-IV層(⑤) 黒曜石 フレーク 一 一 一 登 録Nα248とi接 合

17 29 268 A 61010 E-08 153 A-IV層(⑤) 珪質頁岩 ブレード? 3.4 2.4 0.6

17 30 246 A 61027 E-07 306 A-IV層(⑨) 安山岩A フレーク

タール状

の付着物

有

3.6 1.7 0.9

17 31 267 A 51130 E-08 23 A-IV層 黒曜石 フレーク 2.5 1.9 0.7

206 A 51115 SKO5 3 SK5-3層 チ ャート チップ 1.1 0.62 0.3 D

209 A 51115 SKO5 6 SK5-3層 チ ャート チップ 1.6 0.5 0.25 △

213 A 51115 SKO5 10 SK5-3層 チ ャート チップ 2片
1.55

1.3

0.7

0.55

0.15

0.16

△

△

215 A 51115 SKO5 12 SK5-3層 チ ャート チップ 2片
1.56

1.18

0.65

0.92

0.82

0.23

△

△
2個 体珪質頁岩

216 A 51115 SKO5 13 SK5-3層 チ ャート フレーク 1.41 0.96 0.29 D

217 A 51115 SKO5 14 SK5-3層 チ ャート チップ 2片
1.46

1.0

0.95

0.67

0.15

0.2

D

△

218 A 51115 SKO5 15 SK5-3層 チ ャート チップ 1.4 0.33 0.23 △

219 A 51115 SKO5 16 SK5-3層 チ ャート フレーク 2.5 2.1 0.4 1

222 A 51115 SKO5 19 SK5-3層 チャート チップ 1.2 o.g 0.24 △

223 A 51115 SKO5 20 SK5-3層 チ ャート フレーク 外皮つ き 2.35 1.8 1.37 3

228 A 51115 SKO5 覆土 チャート チップ 4片
1.37

1.1

0.7

0.59

0.17

0.12

D

D
他小2片

229 A 51115 SKO5 覆土 チャート チップ 2片
0.68

0.57

0.67

0.59

0.12

0.05

△

D

231 A SKO6 SK5-2層 チャート フレーク 外皮つ き 3.0 3.1 1.55 14
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第9表 石器属性表(2)

図

版

名

図

番

号

登
録
番
号

地

点

名

取上

げ
日

遺
構
番
号

グ

リ
ツ

ド

遺
物
番
号

層 位 石材 器種名 特徴
長
さ

(cm)

幅(
cm)

厚(
cm)

重
量

Cg)
備 考

235 A 61010 C-10 148 A-IV層(⑧) 黒曜石 フレーク 1.4 1.2 0.2 △

236 A D-03 3 A-N層 凝灰岩 チップ 0.33 0.24 0.19 D

269 A 61027 E-08 164 A-IV層(⑤) 黒曜石 チップ 0.26 0.23 0.15 D

270 A 61025 E-08 A-IV層 黒曜石 チップ

No.163と

164と 同
一 地点

1.1

0.87

0.9

0.8

0.37

0.2

△

△

272 A 51202 E-10 1 A-IV層 黒曜石 チップ

274 A 不明 蛇紋岩 磨製石斧 破片 4.2 3.7 0.7 12 縄文時代
279 A 60922 D-4 101 A-N層(⑤) チャート 1.1 0.7 0.1 D

280 A 60911 A-4 103 A-IV層 チャート 1.05 0.05 0.41 D

22 1 137 B 61121 E-09 137 B-V【 層 黒曜石
ナイ フ形 石

器?
2.7 1.4 0.8

22 2 13 B 61107 E-09 13 B-V層 黒曜石 フレーク 2.3 2.0 0.7

22 3 38 B 61110 E-09 38 B-V層 下部 黒曜石 フレーク 1.7 1.3 0.5

22 4 12 B 61107 E-09 12 B-V層 黒曜石 フレーク 1.0 2.0 0.5

22 5 36 B 61109 E-09 36
B-N層 下 ～

B-V層 上
黒曜石 フレーク 3.6 3.1 0.9

22 6 18 B 61107 E-08 18 B一 皿 層 黒曜石 フレーク 2.5 2.7 0.9

22 7 37 B 61109 E-07 37 B-V層 上部 黒曜石 フレーク 外皮付 4.0 2.9 1.6

22 8 34 B 61108 E-11 34 B-V層 黒曜石 フレーク 4.2 3.3 1.2

23 9 144 B 61206 E-09 144 B一 孤 層
黄 玉(碧

玉)
スクレイパー 2.8 1.7 0.9

23 10 1 B 61101 E-08 1 B-V層 チャート フレーク 外皮付 3.3 3.0 o.s 赤 チ ャー ト

23 11 104 B 61114 D-08 104 B-IV層 チャート フレーク 4.9 3.5 1.1 皿層クラック中

23 12 2 B 61101 撹乱1 E-11 2 覆土 メノウ フレーク 1.2 1.3 0.3

23 13 106 B 61114 D-10 106 B-IV層 凝灰岩 フレーク 皿層 クラック中

23 14 108 B 61114 E-06 108 B-V層 下部 凝灰岩 フレーク 外皮付 1.9 1.9 0.7 接合有
23 15 158 B 61205 E-09 15S B-VI層 凝灰岩 フレーク 外皮付 1.4 1.2 0.6 接合有

23 16 141 B 61205 E-07 141 B-vr層 下
凝灰質頁
岩?

フレーク 外皮付 1.6 2.3 0.7

23 17 105 B 61114 D-08 105 B-IV層 凝灰岩 フレーク 外皮付 3.7 5.0 1.5 皿層 クラック中

24 18 10 B 61106 E-09 10 B一 皿層 チ ャート フレーク 外皮付 2.5 3.3 1.2

24 19 9 B 61106 E-09 9 B一 皿層 チ ャート フレーク 外皮付 1.6 2.3 0.75

24 20 146 B 61206 E-09 146 B-W層 チャート フレーク 外皮付 1.8 5.2 o.g 接合あ り

24 21 16 B 61107 E-09 16 B一 皿層 下 チャート フレーク 一 一 一
登 録Nα122と 接 合

して1フ レー ク

24 21 122 B 61121 D-09 122 B一 工V層 チャート フレーク 4.8 3.4 0.9
登 録Nα16と 接 合

して1フ レー ク

24 23 28 B 61107 E-08 28 B一 皿層 チャート フレーク 外皮付 2.8 5.2 2.8

25 24 123 B 61121 D-09 123 B-V層 安山岩A フレーク 外皮付 2.8 3.3 0.9

25 25 101 B 61114 D-08 101 B一 皿層 安山岩A フレーク 2.8 4.0 1.5

25 26 143 B 61205 F-09 143 B一 ～肛層 安山岩 フレーク 外皮付 1.8 4.0 1.0

25 27 100 B 61114 E-07 100 B-V層 安山岩A フレーク 外皮付 4.4 4.2 2.2

25 28 20 B 61107 E-08 20 B一 皿層 安山岩A フレーク 外皮付 3.1 5.8 2.2

26 29 15 B 61107 D-11 15 B-IV層
安 山 岩

B?
石核 外皮付 6.9 3.8 2.4

26 30 40 B 61113 E-08 40 B一 皿層 砂岩 敲石 6.4 4.8 3.6

26 31 17 B 61107 E-08 17 B一 皿層 砂岩? 敲石 一 一 一 登 録Nα19と接 合

して1敲 石

26 31 19 B 61107 E-08 19 B一 皿層 砂岩? 敲石 (7.4) (4.4) (4.2) 登録Nα17と接合

78 B 61113 E-10 78 B-V チ ャート 0.6 0.3 0.3 一

84 B 61113 E-10 84 B-V 安山岩A 安山岩A 4.8 2.5 1.9 24

92 B 61113 E-11 92 B-V層 砂岩 敲石一部 2.8 1.2 o.s 4
登 録Nα.17,19と

同一 石 材

107 B 61114 D-09 107 B-IV 安山岩A フレーク 1.7 1.5 o.x 1 皿層 クラック中

128 B 61121 D-07 128 B-VI 玉髄 原石? 7.4 3.6 2.4 75
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